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CRG-MAXTER ドライバー、マックス･フェルスタッペンが KF3 で 2 位。 シリーズトップを維

持。  KZ-1 のジョナサン･トノンは３位でしたが、シリーズランキングトップに立ちました。 ま

たノーマン・ナートがKZ-1デビュー戦ながら優勝まであと一歩で２位、KF2のミシェル・ガッティ

ングは開幕から引き続き素晴らしいパフォーマンスを見せ４位。 S-KF のコズリンスキーは最

後尾から追い上げ７位でした。 

  
3 月 26 日から 28 日までの期間にイタリアのロナートにあるサウスガルダサーキ

ットにて WSK Euro Series の第 2戦が行われました。  
KF3 クラス、13 才のオランダ人マックス・フェルタッペンは、プレファイナルを制

し、決勝はトップ争いを演じるも結果は 2 位となりました。 前回優勝を飾っ

ている為合計ポイントは 115 ポイントと後を 45 ポイント引き離しランクトップの

座を維持しています。  
  
 KZ1 のジョナサン・トノン

は、今回優勝は逃したもの

の結果を出しました。 

プレファイナルを２番手でゴ

ールし、決勝は３位でした。

これで合計獲得ポイントが 
  

85 ポイントなり、シリーズランキングトップに浮上しました。 

また今回はフランスの新鋭ノーマン・ナートが活躍しました。 プレファイナルはトノンに次ぐ３位でゴールし、決勝は序盤にトノン

をパスし勝利まであと一歩の２位でゴールしました。  

  

KF2は、１６歳のデンマーク女性ドライバーのミシェル・ガッティングの速さが光っ

ていました。 彼女は、CRG ジュニア・チームから参戦し、開幕戦では４位と惜

しくも表彰台を逃しました。 

今回も予選から好調でしたが、プレファイを４位でゴールするも、＋１０秒のペ

ナルティを受け１６位という結果となりました。 しかし決勝では１６番手からハ

イペースで追い上げ、３位まであと１秒のところまで来たところでチェッカー、４

位となりました。 シリーズランキングも５位と今後の活躍が楽しみです。 
 
Super-KF においてだけは残念な結果となりました。 予選総合結果は、6位

アルノー・コズリンスキ、７位ダビデ・フォレ。 プレファイナルでは、フォレが序盤に接

触し、最後尾まで後退。 コズリンスキーは、スタートで遅れ追い上げ中にアクシ

デントに見舞われリタイヤとなりました。 ファイナルは、コズリンスキーがトップと同

じようなタイムで順調に追い上げるも７位、フォレは１３位となりました。 フェリーチ

ェ・ティエネ、エディ・ティニーニはプレファイナル、ファイナル共にリタイヤでした  
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ジャンカルロ・ティニーニ（CRG社代表）のコメント ： 「今回は勝利を勝ち取ることが出来ませんでしたが、KF3 のフェルスタッペ

ン、KF2 のガッティングと KZ１のトノンとナートが良い結果を出しました。 S-KF においては結果を出すことができませんでしたが、

次回のズエラで勝利を目指します。」 
  
ジョナサン・トノンのコメント ： 「予選までは厳しいレースでしたが、プレファイナルからは好調で、６番手から 2 番手まで浮上し

ました。 決勝では３位となりましたが、シャシー、エンジンは共に調子がよかったです。 優勝は逃しましたが、ランキングのリーダ

ーに立てたので、チャンピオンシップのためには良い結果でした。 CRG チームが僕のために本当に良い仕事をしてくれました。 

彼ら CRG チームのおかげです。」 
  
ノーマン・ナートのコメント ： 「今回が CRG での初のレースでした。 そして、僕がすぐに良い結果を得たので、本当に幸せで

す。 プレファイナル３位とファイナル２位と本当に楽しい週末でした。ものすごい満足感です。CRG シャシーで楽に感じました。 

エンジンも完璧でした、もう 1 ラップあったならば、勝つことができました！」 
  
マックス・フェルスタッペンのコメント ： 「特にチャンピオンシップのために、良いレースをしました。 僕はプレファイナルに勝ちまし

た。 そして、決勝は最初の 16 ラップでレースをリードしましたが２位となりました。 勝つ為に危険を冒さず２位を選びました。 

チャンピオンシップのためには良い結果です。 僕はすでに次のレースについて考えています、このようにトップを維持出来ることを

望んでいます。」  
アルノー・コズリンスキーのコメント ：  「プレファイナルでは、レースが終わったと思うようなアクシデントに遭いました。 しかし、そ

こから決勝では最善を尽くしたと思います。 私達にはポテンシャルがありました。そして我々はすぐに再び勝つ自信がありま

す。」 

  

WSK ユーロ・シリーズの次回第３戦は、４月 18日スペインのズエラで開催されます。 
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